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【概 要】

複素数をもとに構築される解析学を複素解析学という。複素解析的構造を自然に表現

する幾何学を複素幾何学という。基礎解析、複素幾何学、代数幾何学の中で複素解析構

造が本質的役割を果たす数学分野を統合的に研究するのが、当該研究の目的であり特色

である。その際、重要な役を果たすのが種々の解析的・幾何学的に定義される不変量で

ある。関連する分野は広く、現在の数学において種々の数学的対象に内在する複素構造

研究の重要性が益々大きくなってきている。例えば、モジュライ理論としてはコンパク

トリーマン面のモジュライを記述するタイヒミュウラー空間が有名である。その上では

種々の解析的・幾何学的不変量が定義され重要な役を果たす。そしてこれ等のモジュラ

イの理論は、現在低次元位相空間の分類から理論物理にまで応用され，それらの研究に

は欠かせない理論となっている。このような対象を個々に調べることは今までかなりの

レベルまでなされてきているが、現在これ等の相互の関係を明らかにしその本質にせま

ることの重要性が増しつつある。当該研究ではこのような複素構造と種々の不変量を統

、 。合的に調べることを目的とし さらに周辺分野への研究手段を与えることを目的とする

【期待される成果】

１９７０年代以来の問題である Griffiths 予想が準アーベル多様体内の超越的正則曲

線に対してはネヴァンリンナの第二主要定理として野口－ Winkelmann-山ノ井により解

決された。これは多くの興味深い応用を与えつつあり、更なる進展が期待される。ジェ

ット微分の研究の中に微分方程式と複素解析的葉層構造の研究の必要性が自然に表れ、

応用が期待される。強擬凸多様体の研究では DelbarL2 解析が重要である。藤田予想の

進展、CR-構造の研究はその幾何学的不変量のより詳細な研究の進展が期待される。
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